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最近の道内産業経済動向
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●個人消費は全体では低調も一部に明るい動き
�月の大型小売店販売 (既存店) は､ 前年比▲���％と�カ月連続で前年を下回った｡

しかし､ 気温の高め推移などから春物商品に前倒しの動きがみられ､ マイナス幅は縮小
(全店ベースでは�カ月連続のプラス)｡ なお､ �月は､ やや寒さが戻ったことなどから同
商品に伸び悩みがみられた模様｡ 乗用車販売 (�月) は､ 同▲���％と��カ月連続の減少｡
小型車 (同▲���	％) の二ケタ前年割れが続く中､ 増勢を保ってきた軽自動車 (同��
％
増) の伸び率が鈍化し､ マイナス幅が拡大した｡
●道内投資は住宅着工がやや弱含み､ 設備投資は概ね底堅い動き

住宅着工戸数 (�月) は､ 分譲住宅 (前年比���％増) が建売住宅の増加からプラスと
なったものの､ 持家 (同▲��	％)､ 貸家 (同▲
��％) がマイナスとなり､ 全体では同▲���

％と�カ月連続で前年を下回った (�－
月累計：同▲���％)｡ 民間設備投資は､ 道外需要
向け製造業 (能力増強) のほか､ 一部非製造業 (競争力強化) でも前向きの動きがみられ
る｡ �月の民間建築物着工床面積 (非居住用) は､ 同▲	
��％と�カ月振りにマイナス (�－
�月累計：同���	％増)｡ 公共工事請負額 (�月) は､ 一時的にプラスとなった模様｡

●製造業生産は底堅い動き
�月の鉱工業生産指数は､ 前月比▲���％と�カ月振りに低下｡ 金属製品､ 輸送機械な

どが上昇したものの､ 電気機械が前月 (携帯電話の新機種投入による需要増) の反動から
低下したほか､ 紙・紙加工品､ 食料品も一部事業所の設備不具合､ 修理発生により低下と
なった｡ なお､ 前年比では�カ月連続の上昇｡
●観光は来道者数が増加基調

�月の来道者数 (除く海外からの直行便)
は､ 前年比
��％増と�カ月振りに前年を上
回った (�－
月累計：同���％増)｡ 東アジア
を中心とする海外客も増勢を持続｡ 道内客を
含むスキー場利用客 (�月､ リフト輸送人員
ベース) は､ 同���％増と今シーズン初めて
前年を上回った (��－
月累計：同▲
�	％)｡
●雇用情勢は概ね横這い

有効求人倍率 (�月) は､ 常用で����倍
(前年比▲���
ポイント) と､ 横這いの域な
がら�カ月連続で前年を下回った｡ 全数 (前
月比) でも�カ月振りにマイナス｡ 一方､ 今
春の高校新卒者の就職内定率 (�月末時点)
は､ ����％ (前年比
��ポイント上昇) と前
年を上回って推移｡

� PQ�R8 調査ニュース ������

■

住宅着工戸数はやや弱含み

(資料) 国土交通省､ 北海道建設業信用保証

�� � � 	 ��

����年 ����年 ����年

(前年比､％)

住宅着工戸数
民間建築物着工床面積(非居住用)

公共工事請負額
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道内スキー場来場者数の推移 (千人､％)

年度､ 月 ���� ���� ����
���� ����

�� �� � �
来場者数
(前年比)

������
(▲ �	�)

�
��


(▲ �	�)

�
����
(▲ �	�)

���
(▲��	�)

�����
(▲��	�)

�����

(▲ �	�)

������
( �	�)

(注
) ゴンドラ及びリフトによるスキーヤー及びスノーボーダー等の輸送延べ人数｡ 月次の前年比は､ リフト数
調整済みもの｡

(注�) 年度の集計期間は､ 各シーズンのオープンから�月末までの累計｡ ただし､ ��年度は��月～�月の累計(前年
比は前年同期比)｡

(資料) 北海道索道協会

年度上期における観光入込客数と訪日外国人来道者数の推移(実人数) (万人､人､％)
観光入込客数(万人) 訪日外国人来道者数(人)

(前年比)
うち道外客

(前年比)
うち道内客

(前年比) (前年比)
うち台湾

(前年比)
うち韓国

(前年比)
うちシンガポール

(前年比)

����
����
����

�����(▲�	
)
�����(▲�	�)
�����( �	�)

���(▲�	�)
���(▲�	�)
���( �	�)

�����(▲�	�)
�����(▲�	�)
��
��( �	�)

�������(��	�)
�������(��	�)
�������(��	�)

�������(���	�)
�������( ��	�)
�������( �	�)

������(▲�	�)
������( �	�)
������( ��	�)

�����( ��	�)
�����(���	�)
�����( ��	�)

(注�) 実人数とは､ 
人の観光客が�回の旅行で�市町村を訪問している場合でも､ 
人と計上した人数｡
(資料) 北海道

����� 調査ニュース ����	� �

道内スキー客は引き続き減少も､ マイナス幅は縮小傾向

��年度の道内スキー場来場者数注�は､ ��～�月累計で前年比▲���％となり､ 引き続き減
少しているものの､ マイナス幅は前年 (同▲���％) から縮小傾向｡ 暖冬・少雪の影響で､
年明け前が前年比二ケタ割れと大きく躓

つまず

いたが､ �月はマイナス幅が縮小 (同▲��	％)､ �

月には､ 道外発スキーツアー客が増加したほか､ 好天が続いたことなどから道内客にも動き
がみられプラスに転じた (同
��％増)｡ また､ 年々スキー客が減少する中､ 各スキー場は､
小学生以下のリフト無料化や託児所の設置､ 複数スキー場共通リフト券やファミリーパック
の販売など顧客ニーズの掘り起こしに向けたサービスを充実させており､ こうした取り組み
も､ マイナス幅縮小に寄与したとみられる｡

��年度上期の観光入込客数は�年振りに増加､ 通期でも増加の見通し

��年度上期の道内観光入込客数 (実人数注�) は､ 旭山動物園人気､ ｢はなたび北海道｣ 効
果､ 航空会社の新規参入効果などから､ 道内客 (前年比���％増) ・道外客 (同���％増) が
ともに増加､ 全体でも同���％増と
年振りにプラスとなった｡ 道内客について内訳をみる
と､ 宿泊客が同▲
��％と減少したものの､ 約�割のウエートを占める日帰り客が同���％増
と増加している｡
また､ 訪日外国人来道者数も､ 同����％増と�年連続で増加｡ 全体の約
割を占める台湾

からの観光客が同���％増と伸び悩んだが､ 定期便の就航効果などから韓国からの観光客が
同�	��％増と大幅に増加｡ まだ全体に占める割合は低いものの､ 温泉人気などを背景とした
シンガポールからの観光客も増加が目立った (同����％増)｡
下期についても､ 道外客は堅調に推移した模様｡ 来道者輸送実績 (海外からの直行便を除
く道外からの下り便､ ビジネス客を含む) は､ ��月～�月累計で同���％増加｡ 外国人観光
客も増勢を持続している｡ 道内客の動向は把握が難しいが､ 上記の通りスキー客のマイナス
幅が縮小していることや､ �月に行われた主な冬のイベントの来場者数が概ね良好だったこ
とを考えると､ 暖冬による行楽マインドの上昇などから日帰り客が引き続き底堅く推移して
いるとみられ､ 全体の入込みも通期で前年を上回ったと予想される｡

(石田､橋村)
■
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優れた加工技術で大手メーカーの生産ラインへ高精度の機械部品を供給する
～株式会社 木村精機製作所～

産業構造上の製造業ウェートが低いことに加え､ 大手メーカーへの部品供給力に劣る点が
課題となっている北海道｡ そうした中にあって､ 優れた加工技術力を強みに､ 大手メーカー
の生産ライン向けに､ 高精度の機械部品を製造する企業が小樽市にある｡ 今回は､ 半導体等
の金型を始めとした各種機械周りの部品製造に加え､ 顧客ニーズに合わせたオリジナル機械
の製作も手掛ける㈱木村精機製作所を紹介する｡

誤差�����分の�ミリ以内にも対応､ 精密な切削加工・研磨技術が当社の強み
当社は､ ����(昭��) 年､ それまで市内の機械部品製造会社に勤務していた､ 現・木村社
長が独立して設立｡ 以降､ ものづくりの現場 (工場) 向けに､ そこで稼働する各種機械の部
品を加工・製造､ また､ オリジナル機械の製作 (設計から組立まで) などを幅広く手掛けて
きた｡ 得意とするのは､ 高精度の切削・研磨加工｡ 部品によっては､ 誤差�����分の	ミリ
以内の発注条件にも対応する｡ 当社の売上げは､ その約
割を大手メーカーからの受注が占
めており､ 品質・納期・コストの面などで要求水準が高い大手メーカーとの取引実績からも､
当社の持つ技術力の高さが窺える｡

大手メーカー生産ラインへの機械部品供給を通し､ ものづくりを支える
主要取引先の一社である､ 千歳市の大手電子部品メーカー・パナソニックエレクトロ

ニックデバイス北海道 (半導体製造｡ 旧北海道松下電器) へは､ 半導体生産ライン向け
に様々な機械部品や道具を供給している｡ 例えば､ セラミック半導体の成型工程で重要
な役割を持つ ｢金型｣｡ 表面処理の加工精度が完成品 (半導体) の品質を大きく左右す
るため､ 特に高い技術力が要求される｡ また､ ｢検品用台座｣ は､ ベークライト板 (��
×��㎝程度) に検品対象物を立てる (並べる) ために､ 穴開け加工を施したもの｡ 径���

ミリの穴を､ 台座�枚当たり���～���個開けるが､ 穴の深さに許容される誤差は���分の
	ミリ以内と､ これも精密な加工技術がなければ受注できなかった一例だ｡ この他にも､
トヨタ自動車北海道向け (間接受注) の変速装置組立ラインの一部 (固定機具) など､
大手メーカー生産ラインを構成する機械への､ 多岐にわたる部品供給を通し､ ものづく
りの現場を陰で支えている｡

���

当社が製作した機械部品の一部
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顧客ニーズを形にする ｢オリジナル機械｣ の製作にも意欲的
売上げに占めるウェートは�割弱と小さいも

のの､ 顧客のニーズを形にする ｢オリジナル機
械｣ の製作も数多く手掛けている｡ ｢採血管切断
機｣ がその一つ｡ 採血管とは､ 採血時に針部分
に装着するカートリッジ式の塩ビ管 (粘性の試
薬入り) のこと｡ メーカーで発生する不良品
(出荷不適品) に関し､ ｢底部 (試薬溜まり部分)
とその上部 (薬品の非接触部分) とに効率よく切
断できないか｣ という､ リサイクル業者からの相
談がきっかけとなり､ 切断部分の最適な位置決め
(管の大小に対応) や､ 切断後の確実な分別など､
機能面で多くの工夫を凝らして完成させた装置だ｡ 底部だけを産業廃棄物として処分し､ 上部
をリサイクル原料へと､ 効率的処理を可能にしたこの機械は､ 大手医療機器メーカーの工場に
設置されたという｡ また､ 製缶会社からの依頼で製作したのが､ ｢実缶 (中身の入っている缶)
潰し機｣｡ 強度や重量の検査時に使用した実缶 (塩水を充填) を廃棄する前に､ 水抜きと缶容積
圧縮を同時処理できるのが特徴だ｡ 一度に��個程度の実缶を装置内に投入でき､ 缶 (向きがバ
ラバラ) に圧力をかける面を､ 山型形状にしたり､ 缶が潰れる際の塩水の飛散対策としてフー
ドを取り付けるなど､ 独自のアイデアを盛り込んだ｡ また､ ｢タンブラーグラスの金型｣ もユニー
クな例｡ 精密さはあまり要求されないが､ 依頼者 (ガラス職人) が持つイメージ (ふくらみ按
配) を､ いかに金型を通して形に具現化するかに苦労したという｡ この他にも､ ｢蛍光管破砕装
置｣ や ｢漬物用玉ねぎ切り込み装置｣ など､ これまで手掛けたオリジナル機械は十数台に上る｡

｢まず自分で考え､ やってみる｣ がものづくりの原点
木村社長のモットーは､ ｢まずやってみる｡ ��(ノー) と言わない｡ 他人ができないこと

を実現する｡ 仕事は楽しく､ 面白く｣｡ 仕様や精度が指定される部品加工は､ 扱う機械の性
能を最大限に引き出して､ いかに忠実に仕上げるかが勝負｡ 一方､ ｢こんな機械 (装置) が
作れないか｣ と舞い込む相談は､ 殆どに設計図がなく､ 機能､ 条件､ イメージ等を形にする
には､ 高い技術力に加え､ 豊富な知識とアイデアが必要｡ 社員に対し､ 敢えて手取り足取り
教えないのも､ ｢まず自分で考えること｣ の大切さを肌で感じ取って欲しいからだ｡ こうし
たものづくりに対する姿勢と､積み重ねて
きた実績が､ ｢木村社長に相談すれば必ず
形にしてくれる｣ といった､ 顧客からの
厚い信頼につながっているようだ｡

現在､ 取引先からは､ 自動車関連工場
からの出荷製品に組み込む部品の製造打
診もあるが､ 当社は､ これまでと同様､
生産ライン周りの機械部品製造に重点を
置く考えだ｡ 高精度の部品加工技術と豊
富な知識・アイデアを併せ持つ当社は､
今後も機械部品やオリジナル機械の提供
を通して､ ものづくりの現場を支える大
きな力になってくれることだろう｡ (黒瀧 隆司)

■

【会社概要】

本 社 小樽市真栄�丁目�番�号

��	
�－
�－��	� 
���	
�－
�－��	�
設 立 	���(昭�
) 年�月
資本金 	����万円
代表者 木村 秀策
売上高 �億�千万円 (����年�月期)
従業員 �人
事業内容 各種機械向け部品製造 (機械加工)､ 及び組立て

(電子部品･缶･一般産業機械等の各メーカー向け)
オリジナル機械製作

ＵＲＬ ��������������� �!"����#$�

製作現場の様子
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“世界の工場・市場”として大きな魅力を秘める瀋陽経済圏
瀋陽市は遼寧省の省都で､ 中国東北地方最大の都市です｡ 札幌市とは､ ����年から友好 (姉妹)
都市提携をしており､ 総人口���万人 (札幌の約�倍)､ 総面積�万	千� (同約��倍)｡ 緯度は函館
市とほぼ同じです｡ 新千歳空港と瀋陽桃仙空港の間には､ 毎週水曜日と日曜日に直行便が就航してお
り､ 飛行時間は約	時間｡ 気候は大陸性モンスーン気候で､ 平均気温は､ 最も暑い
月が��℃､ 最も
寒い�月で－��℃｡ 札幌 (
月：��℃､ �月：－�℃) と比べ寒暖の差が大きいものの､ 冬にはほと
んど雪が積もりません｡ 瀋陽市には日本国総領事館が所在しています｡ 現在､ 瀋陽の在留邦人は約���

名で､ 最近�年間は年間���名ほどのペースで増えています｡ 日系進出企業数は約��社にのぼり､ 主
な進出企業は､ 全日空､ キャノン､ 資生堂､ アステラス製薬､ トヨタ自動車､ ブリヂストン､ 東芝エ
レベータなど｡ 日系金融機関は､ 当事務所のほか､ 三井住友銀行駐在員事務所､ 三菱東京���銀
行駐在員事務所が進出しています｡

総人口�����万人の巨大マーケット ｢瀋陽経済圏｣
瀋陽は､ 戦前の満州国時代は奉天と呼ばれ､ 日本との歴史的結びつきが深い地域でもあります｡ 現
在の瀋陽駅 (旧奉天駅) をはじめ､ 市内には当時日本が建築した建物が数多く残っており､ 現在も使
用されています｡ 産業面では､ 戦前に日本が建設を進めた工業団地 ｢鉄西工業区｣ を中心に重厚長大
型の国有企業が集積し､ 以前は中国経済を牽引する存在でした｡ ����年��月､ 中国政府は､ 遼寧省､
吉林省､ 黒龍江省の中国東北	省を総合的に再開発する ｢東北振興政策｣ を発表しました｡ その中心
が遼寧省であり､ かつ省都である瀋陽市です｡ また､ 瀋陽を中心とした半径���㎞圏内には､ 人口���

万人以上の
大都市があり､ これらを総称して ｢瀋陽経済圏｣ と呼んでいます｡ 瀋陽経済圏の総人口
は約�����万人､ 実に北海道の�倍以上の規模を誇る巨大マーケットです｡ 東北振興政策と瀋陽経済
圏の�つのキーワードから､ 遼寧省および瀋陽市が､“世界の工場”として､ また“世界の市場”と
して､ 大きな魅力を秘めた地域であるということが理解いただけると思います｡

道内企業のビジネスニーズに十分対応できる“トップ��パーセント企業”
この遼寧省を中心とした中国と北海道のビジネスの架け橋となるため､ 北海道銀行は����年
月

�日に瀋陽駐在員事務所を開設しました｡ 事務所は､ 所長､ 副所長､ 現地スタッフ�名､ 運転手�名
の合計�名で運営しています｡ 中国の発展のスピードは予想を上回る速さです｡ 瀋陽市内企業だけで
も､ 北海道内企業のビジネスニーズのほとんどに対応することができるといっても過言ではありませ
ん｡ さらに言えば､ 既に日本の技術に達している､ あるいは超えている分野もあるのが実情です｡ た
だし､ 瀋陽市内企業の中で､ 道内企業の要求する水準に達している企業数は､ 各業種のトップ��パー
セント程度でしょう｡ いままでは､ この“トップ��パーセント企業”に道内企業が独力でたどり着く
(交渉する) ことはかなり困難でした｡ 中国ビジネスがなかなか成功しにくかった大きな理由が､ こ
の点にあると思います｡ 当然､ これら優良企業の商品や技術は､“その他��パーセント”の企業に比
べ､ コストが若干高くつきます｡ しかし､ 成長目覚しい中国とはいえ､ 現段階では､ このコストをか
けなければ､ 満足のいく商品､ 技術には出会えないのも事実です｡ ｢安かろう｡ 悪かろう｣ の時代で
はないのですから､ やや高くてもよいものならば消費者に受け入れられるはずです｡ 今､ 当事務所で
は､ 政府､ 各団体､ 民間有力企業と協力して､ この“トップ��パーセント企業”の情報を集めている
ところです｡
隣国・中国は､ 政治経済両面において､ 日本にとって､ さらに重要なビジネスパートナーとなって
いくでしょう｡ 今後の双方の理解と協力が大きな利益と友情を生むことは間違いありません｡ 当事務
所は､ ひとつでも多くのビジネスマッチングを実現させるため､ 全力でお客様のサポートをしてまい
ります｡ 是非､ 有効にご活用ください｡

(瀋陽駐在員事務所長 正司 毅)
■
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販路拡大効果あった北京での道産食品展示会
札幌経済交流室では､ �月�日に､ 北京市内の韓国料理店で ｢北海道産食品展示会｣ を開催しまし
た｡ 中国市場への参入を図る道内企業の後押しを狙ったもので､ 北京では初の開催になります｡ 日本
からは��社��名が参加｡ 当日来場者は､ 日本料理店��名 (内ラーメン店�名)､ スーパー�	名､ 輸出
入業者��名他の計���名でした｡ 当交流室では､ 設立以来 ｢道産食材の販路拡大｣ を命題に掲げ様々
な取り組みをして来ましたが､ 中国側の法制度等の ｢非関税障壁｣ に悩み､ なかなか販売までこぎつ
けることができませんでした｡ 今回は､ これまでの経験や展示会を振り返りながら､ 中国､ とくに北
京での ｢北海道産品販路拡大の可能性｣ について､ 整理してみます｡

販売対象を消費者ではなく業務店に絞ることで効果的な��に
今展示会の特徴は､ 販売対象を ｢北京市内の業務店｣ に絞ったことです｡ 既存の海外物産展では､
高級百貨店店頭で､ 小売用にパッケージ化された商品を並べる方法が主流でした｡ この方法は､ 多品
種のアイテムを一同に店頭に並べることにより､ ｢北海道｣ の知名度を向上させる点で大いに有効で
す｡ しかし､ 中国においては､ 店頭に並べるまでの ｢非関税障壁｣ が高すぎ､ ｢価格をつけて顧客の
反応を見る｣ 段階にたどり着くことが非常に難しいのが実態です｡ 今展示会では､ 北京・天津を中心
に業務店向け卸売りを手がける業者からの協力を得､ 価格をつけて会場に並べることが出来ました｡
販売対象を ｢業務店｣ に絞ったことは､ 二つの点で有効でした｡ 一つは､ 小売向け商品よりも輸入手
続きがスムーズだった点｡ もう一つは､“特定多数の”マーケットに対象を絞ることで効果的な
�が
出来た点です｡ 簡単に ｢中国の富裕層｣ と言いますが､ その富裕層に対し北京ではどの企業も効果的
な
�ができていないようです｡その点､当交流室では､ ｢中国の富裕層｣とは｢日常日本料理店に行く
中国人｣と位置付けることで販売ルートが特定され､ 効果的な集客を行うことが出来たと思います｡

道産品への反応は上々､ただし､本格的な参入には､企業､行政ともに一層の努力が必要
今後に向けた課題は三つあります｡ 第一は､ ｢恒常
的な販売までどのようにプロモートしていくか｣｡ 日
本のように ｢北海道物産展｣ が一年中どこかで行われ
ているような市場であれば､ 物産展向けに販売してい
けばよいのですが､ 北京はそういう市場ではなく､ 行
政が物産展を開催するにしても予算の上限があります｡
今回の展示会で商談に結びついた企業をより具体的､
継続的に支援していく枠組み作りを早急に作り上げて
いかなければなりません｡ 第二は､ 高付加価値製品を
中国の富裕層に高価格帯のまま販売することがコンセ
プトとは言え､ 価格が中国産の�～�倍となる道産品
を恒常的な販売に繋げる事が出来るかと言う点｡ 良い
ものでもあまりに高すぎれば売れません｡ バイヤーの商品に対する反応は上々であり､ 道産品の中国
市場展開の可能性を見ることが出来ますが､ 一同が問題にするのはその価格設定｡ ｢付加価値＞価格
であれば問題なし｣ という選択肢を持つバイヤーが少数であるため､ 道内企業は利益を確保しつつ価
格を下げる努力が必要です｡ 流通・卸業者もしかり､ 行政サイドも今後 ｢道産食品の付加価値の宣伝｣
をより大々的に行っていかなければ､ 本格的な販売に結びつかないというのが現実です｡ 第三は､ 販
売ターゲットを ｢業務店｣ 市場から ｢一般小売｣ 市場に転換しなければ､ より多くの投資効果が得ら
れないという点です｡ ｢��億人のマーケット｣ は虚像であるにしても､ 富裕層は沿岸部を中心に確か
に存在し､ 着実に増えていることは覆しようのない事実でもあります｡
低成長の北海道市場を横目に着実な成長を遂げる中国市場｡ 外貨獲得型の産業育成が課題である北
海道にとって､ 中国市場への参入はまだまだ､ 始まったばかりのようです｡

(渋川 隆彦)
前・�日中経済協会北京事務所 札幌経済交流室 室長代理 (北海道銀行派遣)

■

北京での北海道産食品展示会



����� ��������	
��

���	 
����
��

��������	
��
������

�����
���������� ��!"

#$%&'�()*+,-./-01�23

*41356789���4:35;<*=

>-?@�9AB�CDCD�-0EF�%

#�GH*IJK-LMN7

��
��

�
��

� 
�������

OPQR-0STUV*WX�YZ[�\

]^-_M)P`a-bPKc7de�GM

��fg_hi�jkXPlm�HnPop

\)7q�rst?YuZ9v?wx-0STU

Vynz{|}H~07�����g����?

��*���������P��LMN7

��
 !

"
#$

� 
�"%&'(�

��������?d�!�!��-0�

�M7�����\����B�?��* 

¡PKc7¢£��¤P¥¦N§T¨©ª«

¬�t?­PAB®¯�°±7²³t´L«

Jµ�(?¶´�*�·-?��¸¹*º»7

¼½¾9P?��¿ÀÁ�ÂÃÄÅ7

)*+	 
,-! ./&012�

A�Æ�ÇÈ�É{ÊË*+,7Ì�*¬

gKp�PAÍ_ÎK-Ïs�ÊË*Ð¦¥

g-0Î*.Ñ-Ò-*�N)*Ó,-?Ô

ÕÒ-�Ö×Ø-ÙÚÛ*4:357

Ü½Ý9Þß? àáâã�äåæçÂÃP

ÄÅèé�KêëìÇÈíîïð
<)7

� � � � �
�� �	�

��
��
����� �����

〒��������札幌市中央区大通西�丁目
� (直通) ���－	

－��
	 内容照会先 黒瀧
北海道銀行ホームページ ���������������	
���	
��������

印 刷 有限会社 北光社

再生紙使用

� �

� �
�

�


	調査ニュース５月号
	最近の道内産業経済動向
	フラッシュ
	道内ユニーク企業紹介
	海外の窓
	海外の窓
	地域だより


